
認知症に関するアンケート（一般町民）

問1 回答者について

Q1 年齢 Q2 性別

Q3 お住まいの学区

Q4 家族構成

 家族構成は、2人が42.2％で最も多く、次いで3人が24.5％となっている。

 前回は健診受診者への周知が中心となり、70代の割合が多くなったのに対し、今回は町公式

LINEによる周知を中心に行ったことから、さまざまな年代からバランスよく回答を得ることが

できた。性別では女性の割合が多くなっている。

 居住地は、下音更中学校区が22.5％で最も多く、音更中学校区が21.2％、共栄中学校区が

20.5％、緑南中学校区が17.2％となっている。

男性
30.1%

女性
67.2%

未記入
2.8%

21.2%

20.5%

22.5%

17.2%

5.3%
4.5%

6.3% 2.5%
音更中学校区
共栄中学校区
下音更中学校区
緑南中学校区
駒場中学校区
その他
わからない
未記入

12.4%

42.2%24.5%

11.4%
4.3%

1.0%
0.3% 1.0% 3.5%

1人
2人
3人
4人
5人
6人
7人
9人
未記入

0.8% 3.0%
8.6%

17.7%

22.0%24.5%

15.2%

6.8%
1.5% 10代

20代

30代

40代

50代



認知症に関するアンケート（一般町民）

Q5 家族構成（うち、65歳以上の高齢者の有無）

Q6 職業

Ⅰ 認知症に対する知識と認識について

問2 あなたは今までに認知症の人と接したことはありますか（複数回答）

 職業は勤め人が39.6％で最も多く、次いで無職が27.5％、パート・アルバイトが19.2％と

なっている。

 「家族の中に認知症の人がいる（いた）」が35.6％で最も多い。親戚や近所、仕事を通じた

接点も一定数あり、認知症が身近な存在であることがうかがえる。

一方、「接したことがない」も16.2％あり、未経験層への理解促進が必要である。

46.0% 49.0%

5.1%
いる いない 未記入

39.6%

6.8%19.2%

27.5%

3.0% 3.0%
勤め人（会社員・公務員など）
自営業
学生
パート・アルバイト
無職（専業主婦・主夫を含む）
その他
未記入

35.6%

30.1%

26.3%

20.5%

16.2%

12.9%

10.9%

1.3%

家族の中に認知症の人がいる（いた）

親戚の中に認知症の人がいる（いた）

医療・介護の現場で、接したことがある

近所づきあいの中で、接したことがある

接したことがない

医療・介護以外の仕事を通じて、接したことがある

街中などで、たまたま見かけたことがある

その他



認知症に関するアンケート（一般町民）

問3 あなたは認知症について、次のようなことを知っていますか（複数回答）

 「誰にでも起こりうる」（88.9％）、「早期発見で進行を遅らせられる」（79.3％）などの

基本知識は高い。

 一方、「生活習慣改善の効果」は53.8％にとどまる。基礎知識は浸透しているが、予防や生

活面の理解には課題が残る。

92.4%

88.9%

79.3%

67.2%

53.8%

1.5%

高齢期だけでなく、若年期や初老期でも発症する

脳の病気を原因疾患とし誰にでも起こりうるもの

早期発見により、進行を遅らせることができる

中核症状と周辺症状とがある

食生活や生活習慣等改善の効果があると認められている

どれも知らない



認知症に関するアンケート（一般町民）

問4 あなたは認知症に対してどのようなイメージを持っていますか

その他の内容

その時の状況にもよると考えます。
人それぞれの症状によるのでこの中での回答はありません。
段階によって違いはありますし、サポートがある無しでも、変わるので上記に当てはまりませ
んが、認知症の方が居心地が良い環境で生活するのが望ましく、それは、要介護の1～５のどこ
であっても良いと思います。
認知症になっても医療、介護サポートを利用しながら自宅での生活はできるが、家族のサポー
トがなくては難しい。また、進行していくにつれて、自宅での介護は厳しくなり、最終的には
施設なども考えていかなければならない。
認知症の進行度によって違う。

 R7では「医療・介護のサポートを利用しながら地域で生活できる」が48.2％で最も多い。

R5と比べ、地域での生活継続を肯定的に捉える割合が増加している。一方、「何もできなくな

る」といった否定的イメージも一定数みられる。

4.5%

8.2%

48.2%

39.5%

26.0%

34.2%

5.6%

1.4%

5.8%

6.4%

4.8%

1.1%

1.3%

3.4%

3.8%

5.7%

R7

R5

できないことを自ら工夫して補いながら、今まで暮らしてきた地域で、今までどおり自立的に生活できる

医療・介護などのサポートを利用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活していける

身の回りのことができなくなり、介護施設に入ってサポートを利用することが必要になる

暴言、暴力など周りの人に迷惑をかけてしまうので、今まで暮らしてきた地域で生活することが難しくなる

症状が進行してゆき、何もできなくなってしまう

その他

わからない

未記入



認知症に関するアンケート（一般町民）

Ⅱ あなたやあなたの家族が認知症になったら

問5 もし、あなたが認知症になったとしたら、どのように暮らしたいと思いますか

 R7では「サポートを利用しながら地域で生活したい」が45.2％と最も高い。R5と同様、在

宅・地域志向が中心である。一方、施設入所を選ぶ人も約3割おり、家族負担への配慮がうかが

える。

9.8%

9.0%

45.2%

39.6%

12.6%

13.6%

20.2%

27.7%

1.8%

0.4%

5.6%

1.1%

1.3%

3.7%

3.5%

4.8%

R7

R5

できないことを自ら工夫して補いながら、今まで暮らしてきた地域で、今までどおり自立的に生活したい

医療・介護などのサポートを利用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活したい

身の回りのことができなくなり、介護施設に入ってサポートを利用したい

周りの人に迷惑をかけてしまうので、介護施設で必要なサポートを利用しながら暮らしたい

誰にも迷惑をかけないよう、ひとりで暮らしていきたい

その他

わからない

未記入



認知症に関するアンケート（一般町民）

その他の内容：

自分で気づかず生活が立ち行かなくなる可能性

問6 もし、あなた自身が認知症になったとしたら、どのようなことに不安を感じると思います

か（複数回答）

 「経済的に苦しくなる」（78.8％）が最も高く、生活への不安が強い。次いで、生活機能低

下や家族への負担を挙げる人が多い。支援制度や相談先の周知が不安軽減につながると考えら

れる。

78.8%

67.4%

59.1%

48.2%

42.7%

42.4%

28.8%

24.2%

25.0%

24.0%

23.2%

14.6%

2.0%

0.8%

0.3%

経済的に苦しくなる

買い物や料理、車の運転など、これまでできていたことができなくなってしまう

どこに相談すればいいかわからない

家族に身体的・精神的負担をかける

病院や診療所で治療しても、症状は改善しない

誇りを持って生活できなくなる

不要なものを大量に購入させられたり、詐欺的な勧誘の被害に遭ったりする

家族や大切な思い出を忘れてしまう

介護施設が利用できない

必要な介護サービスを利用することができず、現在の住まいで生活できなくなる

家族以外の周りの人に迷惑をかけてしまう

外出した際に家への帰り道がわからなくなったりする

わからない

特にない

その他



認知症に関するアンケート（一般町民）

問7 あなたや、あなたの家族に認知症の疑いがあるとき、家族や知人以外では、どこに相談す

ると思いますか（複数回答）

 R7では「地域包括支援センター」「役場高齢者福祉課」がともに57.6％と最多。R5と比べ、

行政・包括支援センターを相談先とする割合は増加している。一方、「どこに相談したらよい

かわからない」も一定数存在する。

 50代以上は「地域包括支援センター」の回答が最も多く、地域包括支援センターが相談先と

して認知されてきていると思われる。一方、「どこに相談したらよいかわからない」と回答し

た割合は、40代以下は20.2％にのぼるため、若年層への情報発信強化が必要である。

57.6%

57.6%

34.6%

39.4%

24.0%

4.5%

4.0%

5.1%

11.9%

0.8%

46.2%

44.2%

27.9%

27.1%

25.5%

14.7%

3.5%

3.1%

3.1%

0.6%

地域包括支援センター

役場高齢者福祉課

かかりつけ医

介護関連事業所

認知症疾患医療センター

どこに相談したらよいかわからない

認知症の人と家族の会

民生委員

認知症コールセンター

その他

R7

R5

0.4%

4.4%

5.2%

5.2%

8.5%

24.7%

36.2%

36.9%

61.6%

63.8%

1.7%

3.4%

5.0%

3.4%

20.2%

23.5%

32.8%

47.1%

51.3%

46.2%

その他

認知症の人と家族の会

認知症コールセンター

民生委員

どこに相談したらよいかわからない

介護関連事業所

認知症疾患医療センター

かかりつけ医

役場高齢者福祉課

地域包括支援センター

40代以下と50代以上の比較

40代以下

50代以上



認知症に関するアンケート（一般町民）

問9 あなたは家族が認知症と診断されたら、本人に認知症であることを伝えますか

問8 あなたはご自分が認知症と診断されたら、ご自分が認知症であることを知りたいですか

 自分が認知症と診断された場合、「知りたい」が87.6％と非常に高い。R5・R2と比べても増

加しており、本人の知る権利への意識が高まっている。早期告知後の支援体制整備が重要であ

る。一方、家族が認知症と診断された場合については、R7で「本人に伝える」は63.9％と過半

数を占める。R5より増加しているが、「わからない」も27.0％存在。家族が判断に迷わないた

めの支援が求められる。

87.6%

83.7%

81.9%

0.5%

0.8%

1.1%

8.6%

10.8%

10.6%

3.3%

4.7%

6.3%

R7

R5

R2

はい いいえ わからない 未記入

63.9%

54.2%

55.7%

5.6%

7.5%

5.9%

27.0%

32.4%

31.7%

3.5%

5.9%

6.8%

R7

R5

R2

はい いいえ わからない 未記入



認知症に関するアンケート（一般町民）

Ⅲ 地域のつながりについて

問11 あなたは、隣近所と、どの程度おつきあいしていますか

※その他の内容

普段は挨拶程度ですが、町内会の役員会、行事等でお話する機会はあります。
隣近所でも個人差が大きい。
野菜などお裾分けをしたり、長話する。

問10 あなたは認知症への備えとして、どのようなことを準備したいと考えますか

   （複数回答）

 R7では「自分自身のことを書き記しておく」が67.7％で最も高くなり、いずれの選択肢につ

いてもR5より割合が高くなった。一方、「特にない」層もあり、備えの具体化が課題である。

 R7では「あいさつ程度」「世間話程度」が中心である。R5と比べ大きな変化はなく、関係性

は比較的希薄。見守りにつなげるには、無理のない関係づくりが必要である。

4.8%

1.8%

44.2%

47.8%

35.6%

30.6%

4.3%

3.2%

6.6%

10.2%

0.8%

0.9%

3.8%

5.4%

R7

R5

まったく付き合わない
会えば挨拶をかわす程度
世間話や立ち話をする程度
留守をするときに声をかけあう程度
困っているときに相談したり、助け合う
その他

67.7%

67.2%

62.1%

7.6%

1.3%

60.9%

61.9%

53.2%

8.4%

1.2%

自分自身のことを書き記しておく

医療や介護に関する希望を書き記したり
周囲に伝えておく

財産を整理したり、処分方法を決めておく

特にない

その他

R7

R5
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問12 あなたやあなたの家族が認知症になった場合、そのことを近所の人に知ってもらおうと

思いますか

 R7では「協力をお願いしたい」が32.6％。R5よりやや減少し、「あえて知らせなくてもよ

い」が増加している。プライバシーと支援の両立が課題である。

 自由記載において、「知っておいてもらう」理由として「何かあったときのために」「地域

で見守る必要がある」「迷惑をかけたくないから」等の意見が多い。一方、「知ってもらう必

要がない・隠したい」理由として、「近所づきあいがない」「迷惑をかけたくない」「誤解さ

れたくない」等の意見が多い。

32.6%

35.9%

45.5%

25.8%

22.8%

18.6%

35.4%

31.3%

26.7%

1.8%

2.7%

2.0%

0.8%

0.2%

0.7%

3.8%

7.1%

6.6%

R7

R5

R2

知ってもらって、見守りや声かけなど協力をお願いしたい
知っておくだけ知っておいてほしい
隠す必要もないが、あえて知ってもらう必要もない
できればあまり知られたくないので、隠したい
その他
未記入
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問13 認知症の人と家族が暮らしやすい地域づくりのためにあなたができそうなこと

   （複数回答）

 R7では「困っていたら声をかける」が71.0％と最も高い。R5と比べ、日常的な関わりへの意

識が高まっている。住民主体の支え合いの可能性が示されている。

71.0%

64.1%

48.5%

34.8%

26.3%

24.7%

22.5%

15.9%

1.8%

59.7%

64.4%

46.6%

26.5%

23.4%

16.9%

9.2%

8.1%

0.0%

困っている様子を見たら、声をかける

日常的な挨拶など、日ごろの関係づくり

認知症の人に先入観なく、自然体で接する

認知症の理解や対応を学ぶ機会をもつ

認知症の人やご家族の話を聞く

地域の集まりに参加するなど、
地域のさまざまな人とつながる

相談機関を紹介する

認知症の人のやりたいことや
趣味などの活動を一緒にする

その他

R7

R5
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Ⅲ サービス・制度について

問14 音更町にある認知症の取り組みで知っているものはありますか（複数回答）

 R7では「認知症の相談窓口」の認知度が57.3％で最多。R5より多くの施策で認知度が向上し

ている一方、「すべて知らない」も21.0％。年代差を踏まえた情報発信が必要である。

57.3%

36.1%

33.8%

31.8%

31.6%

26.5%

25.3%

24.5%

22.0%

21.0%

20.7%

14.4%

14.4%

11.4%

11.1%

7.8%

6.8%

48.9%

11.4%

12.0%

10.6%

8.4%

16.5%

10.6%

11.6%

16.7%

26.7%

7.1%

4.7%

2.9%

2.6%

2.9%

12.4%

3.5%

認知症の相談窓口

認知症サポーター養成講座

音更町認知症ガイドブック

音更町認知症講演会

音更町高齢者等SOSネットワークシステム

音更町消費生活センター

認知症介護家族交流会

音更町成年後見サポートセンター

体力・認知力測定会

すべて知らない

認知症カフェ

介護マーク

コミュニティサポーター事業

認知症月間における認知症の展示

未帰宅高齢者感知器（GPS）の貸与

認知症地域支援推進員

認知症初期集中支援事業

R7

R5



認知症に関するアンケート（一般町民）

 50代以上で最も多かったものは、認知症の相談窓口（63.5％）であった。同様に、40代以下

で最も多かったものも、認知症の相談窓口であったが割合は大きく減少している。また40代以

下は、「すべて知らない」の回答割合も34.5％と高く、若年層への情報発信が課題である。

63.5%

36.5%

35.1%

33.9%

33.6%

30.6%

29.2%

28.8%

24.0%

22.1%

15.9%

15.5%

14.4%

14.0%

11.4%

8.5%

7.4%

46.2%

37.0%

32.8%

27.7%

29.4%

18.5%

15.1%

18.5%

18.5%

18.5%

11.8%

34.5%

15.1%

5.0%

11.8%

6.7%

5.9%

認知症の相談窓口

認知症サポーター養成講座

音更町認知症ガイドブック

音更町高齢者等SOSネットワークシステム

音更町認知症講演会

音更町消費生活センター

音更町成年後見サポートセンター

認知症介護家族交流会

体力・認知力測定会

認知症カフェ

コミュニティサポーター事業

すべて知らない

介護マーク

未帰宅高齢者感知器（GPS）の貸与

認知症月間における認知症の展示

認知症地域支援推進員

認知症初期集中支援推進事業

40代以下と50代以上の比較

５０代以上

４０代以下
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問15 音更町はどの認知症施策に重点を置く必要があると思いますか（複数回答）

 R7では「相談できる窓口体制の充実」が60.1％で最も高い。R5でも同様の傾向で、相談の入

口整備は一貫した課題である。早期発見から支援につなぐ体制強化が求められる。

60.1%

57.3%

55.6%

45.2%

43.7%

25.8%

39.9%

33.6%

28.0%

23.0%

26.8%

27.0%

27.3%

24.2%

24.5%

25.5%

24.2%

1.3%

49.7%

42.0%

39.9%

26.5%

25.7%

24.4%

22.4%

17.1%

16.9%

14.3%

13.4%

13.2%

13.0%

13.0%

11.4%

11.2%

11.2%

2.4%

認知症のことを相談できる窓口体制の充実

認知症の人が利用できる介護施設の充実

認知症を早期発見・早期診断するための取組

医療や介護に結びつかない認知症の人への
早期対応・支援

医療と介護の連携強化

医療体制の充実

認知症の正しい知識を広める啓発活動

介護サービスにあたる専門職の質の向上

若年性認知症の人に対する支援の充実

認知症の人や家族、地域の人、専門職等が集まり
情報交換や相互理解し合う場の充実

介護予防・健康づくりのための取り組み

認知症の人の権利や財産を守る制度の充実

認知症の人が活動する場作り、社会参加の支援

介護者同士が集まり、情報交換する場の充実

未帰宅者の情報を共有し、早期発見につなげる
ネットワークの充実

認知症の人を支援するボランティアの養成

認知症の人の声を聞く場や、認知症の人同士が
集まり交流したり、支え合える場

その他

R7

R5


